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１
月
８
日
、
令
和
５
年
長
万
部

町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
挙
行
さ

れ
、
29
名
が
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー

で
晴
れ
の
舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
晴
れ
着
姿
を
感
慨

深
げ
に
見
守
る
保
護
者
が
出
席
す

る
中
、
木
幡
町
長
か
ら
激
励
の
式

辞
や
、
辻
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
て
中

山
和
香
さ
ん
が
記
念
品
目
録
を
受

け
取
り
、
謝
辞
で
髙
野
勇
飛
さ
ん

が
「
立
派
な
社
会
人
と
し
て
成
長

で
き
る
よ
う
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
固
め
、
日
々
切
磋
琢
磨
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
、

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
も
残
念
な
が
ら
式
典
後
の

祝
賀
会
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友

人
と
写
真
撮
影
な
ど
し
た
り
、
再

会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
育
ん
で
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
本

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
笑
顔
が
こ
こ
に
は
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
笑
顔
が
い
つ
ま
で
も
続
く

よ
う
、
地
域
へ
の
恩
返
し
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

本
日
の
式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
ご
時
世

の
中
、
二
十
歳
を
祝
う
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
友
人
達
、
地

域
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
皆
様
に
応
援
さ
れ
る
よ

う
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
支
え
て
い
け
る

よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会

を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

人
生
節
目
の
誓
い
を
胸
に

祝
長
万
部
町

二
十
歳
を
祝
う
会

令
和
５
年

は
た
ち
の
声

は
た
ち
の
声

寅
尾 

千
里 

さ
ん

佐
藤 
希
夢 

さ
ん

謝辞を述べる髙野勇飛さん

記念品目録を受け取る中山和香さん
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「
水
柱
」
の
ご
う
音
対
策
に
大
型
サ
イ

レ
ン
サ
ー
を
無
償
で
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
株
式
会
社
ブ
ル
ア
ン
ド
ベ
ア
様
と
、

「
水
柱
」
周
辺
の
住
民
へ
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
耳
栓
５
０
０
セ
ッ
ト
を
無
償
で
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｄ
Ｋ
Ｓ
Ｈ
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
エ
ク
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
様
、「
水
柱
」
の
井
戸
の
調

査
等
に
関
す
る
協
力
・
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
石
油
資
源
開
発
株
式

会
社
様
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
大

型
サ
イ
レ
ン
サ
ー
は
再
噴
出
に
備
え
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面
を
か
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
消
防
表
彰

〜
消
防
団
の
誇
り
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
結
実
〜

「
水
柱
」対
策
協
力
企
業
へ

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

　

こ
の
度
、
消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
地
域
防
災
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
次
の
方
々
が
各
種
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
消
防
表
彰
受
章
者

敬
称
略　

※（　

）内
は
所
属
分
団
略
称

長
万
部
分
団
…（
長
）　

双
葉
分
団
…（
双
）　

中
ノ
沢
分
団
…（
中
）　

国
縫
分
団
…（
国
）

静
狩
分
団
…
（
静
）

特 集 Ⅰ

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
次
世
代
を
担
う
中
学
生

が
人
権
尊
重
の
重
要
性
・
必
要
性

を
理
解
し
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を

身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
41
回
目
と
な
る
今
回
は
、
長

万
部
中
学
校
２
年
生 

髙
橋
美
夢

さ
ん　

木
戸
惟
愛
さ
ん
が
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
、
12
月
15
日
（
木
）

同
校
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
美
夢
さ
ん
は
函
館
地
方
大

会
で
も
優
秀
賞
（
北
海
道
新
聞
社

賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
右
か
ら
木
戸
惟
愛
さ
ん
、
髙
橋

美
夢
さ
ん
）

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

八
雲
地
区
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞

株式会社ブルアンドベア様株式会社ブルアンドベア様

ＤＫＳＨ　ＭＥＳジャパン株式会社様ＤＫＳＨ　ＭＥＳジャパン株式会社様

《
北
海
道
知
事
表
彰
》

▼
30
年
永
年
勤
労
章

・
伊
藤　

敏
也
（
本
部
）

・
遠
藤　

征
勝
（
長
）

▼
勤
続
20
年

・
角
田　

勇
次
（
本
部
）

・
松
岡　

祐
樹
（
長
）

・
相
木　

弘
明
（
長
）

・
加
藤　

隼
一
（
双
）

▼
勤
続
10
年

・
木
村　

雅
資
（
双
）

・
橋
本　

拓
也
（
長
）

・
笠
原　

正
裕
（
双
）

《
長
万
部
町
表
彰
》

▼
勤
続
25
年

・
田
中　

稔
明
（
国
）

《
日
本
消
防
協
会
表
彰
》

▼
勤 

続 

章
　

・
遠
藤　

征
勝
（
長
）

《
北
海
道
消
防
協
会
表
彰
》

▼
功 

績 
章
　

・
梅
村　

正
則
（
中
）

▼
永
年
勤
続
章
30
年

・
中
兼　

晃
一
（
双
）　
　

・
森　
　

啓
行
（
双
）

・
笠
原　

純
一
（
双
）　
　

・
相
馬　

信
悟
（
双
）

▼
永
年
勤
続
章
20
年

・
角
田　

勇
次
（
本
部
）　

・
相
木　

弘
明
（
長
）

▼
永
年
勤
続
章
10
年

・
東　

千
鶴
子
（
団
本
部
）
・
篠
田　

幸
伸
（
団
本
部
）

・
髙
野　

龍
美
（
団
本
部
）
・
黒
須　

英
倫
（
団
本
部
）

・
水
上
絵
美
子
（
団
本
部
）
・
新
保　

明
宣
（
団
本
部
）

・
寺
七　

裕
子
（
団
本
部
）
・
吉
野　

千
春
（
団
本
部
）

・
髙
野
真
智
子
（
団
本
部
）
・
佐
藤　

啓
太
（
団
本
部
）

・
小
形　

洋
介
（
団
本
部
）
・
沼
田
ゆ
か
り
（
団
本
部
）

・
鈴
木　

千
秋
（
団
本
部
）
・
佐
藤　

智
美
（
団
本
部
）

・
髙
野　
　

恵
（
団
本
部
）
・
髙
野　

直
美
（
団
本
部
）

・
鈴
木
絵
里
子
（
団
本
部
）
・
舛
谷　

沙
織
（
団
本
部
）

・
小
山　

遼
太
（
長
）　
　

・
千
代　

岩
生
（
静
）

《
北
海
道
消
防
協
会
渡
島
地
方
支
部
長
表
彰
》

・
森　
　

啓
行
（
双
）　
　

・
吉
野　
　

孝
（
長
）


